
令和６年度第１回北海道地方薬事審議会第一部会議事録 

 

１ 日時 

  令和７年（2025年）２月１９日（水） 16：00～17：00 
 

２ 場所 

    ＷＥＢ会議 
 

３ 出席委員 ６名 

  有澤委員、祖母井委員、亀田谷委員、鈴木委員、武隈委員、藤原委員、 
       

４ 欠席委員 ３名  

    高橋委員、牧野委員、村上委員 
 

５ 議事 

（１）報告事項ア「北海道における認定薬局の認定状況について」 

  事務局から資料 1-1～1-3に基づき説明した。 

 （意見等なし。） 

 

（２）協議事項ア「認定薬局の認定における審査基準の運用について」 

  事務局から資料 2-1～2-3に基づき説明した。 

 

【発言要旨】 

部 会 長：ただいまの説明について、質問等あるか。 

武隈委員：地域連携薬局の要件として基準を満たす者が半数以上いなくなった場合につい

て、資料の Q6に対する回答に③「地域連携薬局の機能を適切に果たすことがで

きる具体的な体制」とあるが、どのような理由が考えられるのか。 

事 務 局：規則により、半数以上満たしていることが要件となっているが、薬局でもやむを

得ず欠員が出る可能性があるので、この QAを設けている。 

③の「具体的な体制」については、個別具体的に対応するものと思われるが、今

回の事例のように、半年以上これを満たさない場合、薬局側で③が書けず更新等

が認められないということになる。 

武隈委員：猶予期間を設ける方が適切ではないか。 

事 務 局：同じ薬剤師が本来一年間勤めることになっているが、応援で薬剤師が入る場合が

あり、その際は、個別に薬局と対応していきたい、という色んな形で対応できる

よう表現したものである。 

武隈委員：個別に薬局の状況に応じて相談に応じるという体制を整えたいということで承

知した。 

藤原委員：働き方改革などにより、各方面で人員が足りない現状。基準を満たさなくなった

ときに柔軟な対応はないのか。 

事 務 局：地域偏在・業態偏在により、薬局でも地域では、薬剤師の確保が難しくなってい

る。 

薬剤師が本来常勤でいなければいけないところで、ある程度柔軟に対応してい

くことを想定し、今回、一定程度の猶予期間等を与えたいと考えている。 

藤原委員：ある程度柔軟にやっていかないと、これからはやっていけないと思う。 

そもそも 24時間やる必要があるのかや、連携をする必要があるのかなど、根本

的に考え直す必要があるのではないかと意見させていただく。 

祖母井委員：資料の Q６で連絡の頻度が毎月 10日までとされているが、実態として基準が満

たさなくなりそうだと事前に連絡があるのか。それとも満たさなくなった時点で



連絡があるのか。 

事 務 局：今年度は事前の連絡はない。 

祖母井委員：基準が満たさない状態での継続するのが当たり前になっていて、柔軟に対応する

ということが容認されていて、今も今後もそういう対応になると考えて良いか。 

事 務 局：通常は基準を満たさない場合、自ら申し出て認定証の返納等の手続きを行う。今

回は、更新申請時点でそれが判明した薬局があったので、こういう基準を設けさ

せていただきたい考え。 

祖母井委員：事前相談を積極的に奨励した方がよいのでは。そこまでは事務局として考えてい

ないのか。 

事 務 局：なるべく事前にご相談いただくよう担当の方から依頼をかけたいと思っている

が、事後になってから基準を満たさなくなったとして、一律に認定の取り消しを

するという対応はあまりしたくない、という思いもある。継続できる見込みがあ

るなら、改善まで猶予を設けたい考え。 

部 会 長：他になければ、協議事項ア「認定薬局の認定における審査基準の運用について」

については了承したいと考えるがいかがか。 

（反対意見等なし） 

 以上により、協議事項ア「認定薬局の認定における審査基準の運用について」は了承され

た。 

 

（２）協議事項イ「大麻取締法等の改正に伴う指導方針等の見直しついて」 

  事務局から資料 3-1～3-4に基づき説明した。 

  （反対意見等なし） 

 以上により、協議事項イ「大麻取締法等の改正に伴う指導方針等の見直しついて」は了承

された。 
 

（３）その他 

  なし 

 

 

 


